
 

 

 

 

 

３年生は卒業、１・２年生は進級の時が近づき、それぞれの学年

がもう少しで終わろうとしています。この１年を振り返ったとき、

自分が「１年前より成長しているな」と感じているでしょうか。ほ

とんどの人が、体力が向上し、勉強もより難しいことが理解できる

ようになっています。ただ、中学校は義務教育の最終段階です。将

来、社会を生き抜いていくために必要な「生きる力」は身について

いるでしょうか？「浦島伝説」No.36 で紹介した「Society（ソサ

エティ）5.0」と呼ばれる社会になっても、みなさんが身に付けな

ければならない基礎・基本は変わりません。 

では、具体的には、どんなことができるようになっていればよいのか？基本的な項目を、いくつか取り上

げてみますので、自己点検してみてください。 

環境美化のためだけではありません。誰も見ていなくても、勇気を持って恥ずかしがらずに自分の意

思を貫いて行動に移す。これが習慣化されると、自尊心が芽生え、自分に自信が持て、何でもやってみ

ようと挑戦できるようになります。

相手の話が終わるまでしっかり聴くことで、自分より相手を優先することができ、注意深く聴き取る

力、集中力が身につきます。習慣化すると、人をまとめる力、リーダーシップにもつながります。 

□ 靴をそろえられる。 

   一度しゃがんで靴をそろえるのは、けじめをつけ、それぞれ物事にはルールがあることを認識する動

作です。靴をそろえることで、けじめがつき、ルールを守ろうという意識につながります。 

詫間中学校学校通信    拓け、ゴマ！～継承・挑戦・変革～ 

 

 

令和４年 ２ 月２２日 

第 ３８ 号 


